
遠鉄アシスト株式会社

貸借対照表
2022年3月31日現在

科 目 金 額 科 目 金 額

資 産 の 部 負 債 の 部

円 円

【 流 動 資 産 】 【1,549,340,050】 【 流 動 負 債 】 【706,649,527】

現 金 及 び 預 金 106,681,630 短 期 借 入 金 66,800,000

未 収 金 453,508,259 リ ー ス 債 務 664,416

預 け 金 941,884,323 未 払 金 347,919,384

商 品 5,429,746 未 払 費 用 122,369,154

貯 蔵 品 10,566,117 未 払 消 費 税 等 62,046,785

前 払 費 用 24,904,536 未 払 法 人 税 等 14,271,324

そ の 他 6,411,439 預 り 金 15,007,486

貸 倒 引 当 金 △ 46,000 前 受 金 77,192,693

【 固 定 資 産 】 【111,729,734】 そ の 他 378,285

（ 有 形 固 定 資 産 ） (24,276,243) 【 固 定 負 債 】 【211,634,499】

建 物 1,113,430 長 期 借 入 金 33,000,000

建 物 付 属 設 備 4,457,923 退 職 給 付 引 当 金 158,004,499

構 築 物 464,079 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 17,530,000

車 両 運 搬 具 1 預 り 保 証 金 3,100,000

工 具 器 具 備 品 17,625,610 負 債 の 部 918,284,026

リ ー ス 資 産 615,200 純 資 産 の 部

（ 無 形 固 定 資 産 ） (9,689,215) 【 株 主 資 本 】 【742,785,758】

ソ フ ト ウ ェ ア 9,404,215 資 本 金 40,000,000

電 話 加 入 権 285,000 利 益 剰 余 金 702,785,758

（投資その他の資産） (77,764,276)   利  益  準  備  金 10,000,000

出 資 金 11,160,000  その他 利益 剰余金 692,785,758

長 期 前 払 費 用 123,160    別 途 積 立 金 630,000,000

繰 延 税 金 資 産 63,053,541   繰 越 利 益 剰余金 62,785,758

差 入 保 証 金 50,030

差 入 敷 金 3,377,545

そ の 他 1,640

貸 倒 引 当 金 △ 1,640 純 資 産 合 計 742,785,758

資 産 合 計 1,661,069,784 負 債 ・ 純 資 産 合 計 1,661,069,784



個別注記表 

 

1.重要な会計方針に係る事項に関する注記 

 

(1)資産の評価基準及び評価方法 

 たな卸資産の評価基準及び評価方法 

  評価基準は原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定） 

  仕掛品        個別法 

  貯蔵品        先入先出法 

 

(2)固定資産の減価償却の方法 

 ①有形固定資産（リース資産を除く） 

  定率法（ただし、1998年 4月 1日以降に取得した建物（建物付属設備を除く）並びに 2016年 4

月 1日以降に取得した建物付属設備及び構築物については、定額法） 

 ②無形固定資産（リース資産を除く） 

  定額法  

 ③リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価価額を零とする定額法 

 

(3)引当金の計上基準 

  貸倒引当金       債権の貸倒れに備えるため、一般債権については貸倒実績率により、

貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回

収不能見込額を計上しております。 

退職給付引当金     従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務の見

込額に基づき、当期末に発生していると認められる額を計上しており

ます。 

  役員退職慰労引当金   役員の退職に伴う退職慰労金の支払に備えるため、内規に基づく期

末要支給見込額を計上しております。 

 

(4)収益及び費用の計上基準 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29号 2018年３月 30日）及び「収益認識に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 30 号 2018 年３月 30日）を適用しており、

約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取る

と見込まれる金額で収益を認識しております。 

 

(5)消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。 

 

(6)会計方針の変更 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29号 2018年３月 30日）及び「収益認識に関



する会計基準の適用指針（企業会計基準適用指針第 30号 2018年３月 30日）」を当事業年度から

早期適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換

に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。 

この結果、当事業年度の損益計算書に与える影響は軽微であります。 

 

2.当期純利益金額 

 58,887,347円 


